
 
 
 
 
 

 

 

 

１ はじめに 

 平成３１年度、令和２年度に熊谷市千代地内に所在する上前原遺跡の範囲内

で個人住宅建設工事に伴う発掘調査が行われました。本遺跡では、主に縄文時

代中期後半～後期初頭の竪穴建物跡や埋甕などが検出されたほか、多数の縄文

土器や石器が出土しました。 

 このたび、発掘調査により出土した遺物を展示します。この展示を通して、

今から約４,０00 年前の縄文時代中期後半～後期初頭の千代地区において、ど

のような暮らしがあったか、思いを馳せ、理解を深めていただければ幸いです。 

 

２ 上前原遺跡と発掘調査成果について 

⑴ 上前原遺跡 

上前原遺跡は、市南部の江南地区千代地内の北東部に広がる遺跡です。  

本遺跡は、荒川を望む江南台地の北縁部に位置し、台地の東側が荒川に 

注ぐ谷によって開析され、半島状に突き出した形になっています。標高は 

５５m 前後を測ります。 

調査は、昭和６０年の送電線鉄塔建設に伴う発掘調査が旧江南町教育委 

員会によって実施されたのを始めとして、５回にわたって発掘調査が行わ 

れ、主に縄文時代中期から後期初頭の集落跡及び古墳３基が確認されてい 

ます。 

⑵ 発掘調査成果 

今回の調査区は、遺跡範囲の西端中央部に位置し、江南台地崖線部から 

約２００ｍ入った平坦部に位置します（第１図）。 

調査は、平成 3１年度に第６次調査 A 区（６８．１６㎡）、第６次調査 

B 区（１０５㎡）、令和２年度に第７次調査（７９．９１㎡）と隣接した 

３箇所において実施されました。 

遺構については、竪穴建物跡２棟、溝跡１条、土坑８基、集石土坑１基、 

埋甕１基などが検出されました。 

また、遺物は、縄文土器を主とし、そのほか石鏃、打製石斧、磨石、石 

皿が出土しました。 



 

３ 主な遺構について 

⑴ 第６次調査 B 区第１号竪穴建物跡 

第６次調査Ｂ区の南東側に位置します。建物の掘込みや炉跡は確認でき 

ませんでしたが、遺物の出土状況や硬化面から、長軸４．６ｍ、短軸４． 

５ｍの楕円形の平面形と推定されます。建物の南東側には、焼礫や土器が 

集中しており、炉跡の可能性もあります（第２図）。 

時期は、出土土器から縄文時代後期初頭と推定されます。 

⑵ 第６次調査 B 区埋甕 

第６次調査Ｂ区北端に位置し、縄文土器の頸部から胴下半部までが正位 

の状態で埋設されました。底部が発見されないのは、煮炊きなどの土器本 

来の用途として使用させないため、故意に底部に穴を開けたと考えられま 

す。 

なお、埋甕は、死産児や乳幼児の埋葬施設や胎盤収納施設などの説があ 

ります（第 3 図）。 

時期は、縄文時代中期後半と推定されます。 

⑶ 第７次調査第１号竪穴建物跡 

第７次調査区の西側に位置します。建物の掘込みは確認できませんでし 

たが、建物の西側に炉（土器埋設炉か）が検出され、長短軸４ｍ前後の楕 

円形と推定されます。 

時期は、出土土器から縄文時代後期初頭と推定されます。 

⑷ 第７次調査区第１号集石土坑 

第７次調査区の南側中央部に位置し、長短軸１ｍ前後、深さ４０㎝の範 

囲に人頭大の礫及び石器が多数検出されています。 

なお、集石土坑については、蒸焼きや石焼きの調理施設との説がありま 

す（第４図）。 

時期は、出土土器から縄文時代中期後半から後期初頭にかけてと推定さ 

れます。 

４ 主な遺物について 

出土した遺物は、主に縄文土器ですが、時期については、縄文時代中期後 

半（加曾利 E 式）から後期初頭（称名寺式）までのものでした。 

また、狩猟具である石鏃や土掘具である打製石斧、調理用具である磨石・ 

石皿といった石器も出土しています。なお、土掘具や調理用具が多く、ほか 

の道具が少ないこと、祭祀具なども発見されていないことが特徴です（第 

５・６図）。 

 

 



５ おわりに 

 上前原遺跡の今回の調査では、縄文時代中期後半から後期初頭にかけての集

落跡が確認されました。竪穴建物跡、埋甕のような埋葬施設、集石土坑のよう

な調理施設など様々な用途のものが検出されています。また、縄文時代後期初

頭の土器が多いことも特徴です。 

縄文時代中期後半から後期初頭に向けての時期は、遺跡数の減少や集落の規

模が小さくなる傾向にあります。これは、気候が徐々に寒冷化することによっ

て、食料資源が乏しくなり、集落の頻繁な移動、ムラの集合・離散など様々な

変化があったと考えられています。今回の調査成果は、その中の過渡期を示す

一端と言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 上前原遺跡位置図・調査地点箇所図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２図 上前原遺跡第６次調査Ｂ区第１号竪穴建物跡 第３図 上前原遺跡第６次調査Ｂ区第１号埋甕出土縄文土器 

第４図 上前原遺跡第６次調査Ｂ区第１号集石土坑 

第５図 上前原遺跡第６次調査Ｂ区出土縄文土器  第６図 上前原遺跡第６次調査Ｂ区出土石器 

令和 6 年５月 7 日発行 

編集・発行：熊谷市立江南文化財センター 

（熊谷市教育委員会 社会教育課 文化財保護係） 
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